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学び続け、挑戦し続ける人を
育てていくために

社会教育職員にできることって？

対象者・地域の方・社会教育職員が
チームになって『一緒にやる』機会を作る



本日の流れ

• 芽室ジモト大学について
• 事例紹介
• 事例考察
• まとめ

芽室名物 コーン炒飯





今年度の取り組み

• 設定プログラム
例)町内イベント

中高生スタッフ

• 生徒提案プログラム

例)「めむろを食べる」

• 学校連携プログラム

例)白樺学園高校

総合的な探究の時間



サイクリング探究のはじまり

授業の中で街歩き
まちの駅で

町内サイクリングマップを発見
⇩

製作者である地域の方と対話の場
⇩

サイクリングという共通項
2人の関係性が深まる

⇩
小さなことから

『一緒にやってみよう』

男子高校生の
ワクワクする姿



▼参考資料
文部科学省（PDF）「今、求められる力を高める総合的な学習の時間の展開」令和3年3月

探究について



これらを実現するためにはどうする？

実践➀サイクリングツアー～課題設定～

『自分の思う最高なコースで

サイクリングツアーをしてみたい』

『参加者にもサイクリングの楽しさ・

町内の景色の綺麗さを感じて欲しい』

自己実現

町の
魅力発信



実践➀サイクリングツアー ～情報収集～

週1（授業内で）打ち合わせ

実際のツアーに参加
◎参加者の目線
◎ガイドの目線



実践➀サイクリングツアー ～整理・分析～

リハーサルとして
同時期に町内で研修を
していた、青年海外協力隊
隊員3名に参加者となって
もらった。



実践➀サイクリングツアー ～まとめ・表現～



実践②ファットバイクイベント



実践②ファットバイクイベント
• どのように企画したらいい

か、チラシ作成のノウハウ
を実践①で学んでいること
から、自ら動く姿がある。

• 挑戦する楽しさを
感じながら、当日も実践。

男子生徒の変化

実践①サイクリングツアー
• 地域の方との関係性に
よって「やってみよう」

が生まれた。

• 専門性を見て学び、
『実践→振り返り→次の活
動の意欲へ』

• 探究的学びが生徒の世界
が広げた



対象者に自発的な学び、行動を求めるのであれば、

◎地域の方との関わる機会を設定する
◎対象者・地域の方・社会教育職員が
チームとなって、一緒にやれるような体制を作る

◎私達社会教育職員も探究する

学び続け、挑戦し続ける人を
育てていくために

社会教育職員ができること



ご清聴ありがとうございました


